
令和４年度 第７回 猿投台地域会議 会議録 
 

日時 ：令和４年１０月２０日（木）午後７時～８時１０分 

場所 ：猿投台交流館 多目的ホール 

出席者：地域会議委員：１８人  欠席者：２人（伊藤昌明・守能信次） 

会 長 宇野 晃 

副会長 中根和成 

委 員 生田隆広  池ヶ谷精二  大岩 近  岡本正巳 

    近藤鈴男  須藤尊久   塚田芳司  丹羽知恵子 原田千枝美 

  伴 耕治  藤井 修   藤中佐織  堀 正明   

  山口五郎  山本義弘   𠮷橋一典 

事務局 猿投支所  勝野二徹   広瀬 智  古橋芳輝 

オブザーバー 猿投台交流館 兼子雅彦 

傍聴人：なし 

 

次第  

１ 豊田市民の誓い（黙読） 

２ 会長あいさつ 

３ 令和４年度の地域課題解決事業について 

４ 新たな提言に向けた取組について 

５ 事務連絡 

  

議事等（要約） 

３ 令和４年度の地域課題解決事業について 

内容：四阿（あずまや）設置の代案を提示する。 

結論：原案どおり承認される。詳細については、事務局に一任とする。 

意見 

  Ｑ：ウッドデッキにくつろげる椅子があるとよいと思う。 

  Ａ：椅子の設置は予定していない。ウッドデッキに直接座ってもらう使い方を想定 

している。高さは座りやすい高さを予定している。 

  Ｑ：増水時のパラソルへの対応はどのように考えるのか。 

  Ａ：基本的に、市で管理することになる。 

  Ｑ：パラソルの維持費はどのようにするか。 

  Ａ：経年劣化を鑑みて対応していく。 

 

４ 新たな提言に向けた取組について 19：30－19：5５ 

内容：これまでのまとめを踏まえ、猿投台地区まちづくりビジョン・実施計画の「方

針」の中から、グループ協議にて課題と考える「方針」を選定、発表していた

だく。 

結論：記入シートを事務局でまとめ、次回に報告する。 

  意見 



 

１班 

方針１‐１ 世代間の交流づくり⇒ マンネリの打破になる交流案を考える。 

方針１‐２ 散策路づくり⇒ 自然に人が集えるようになるのではないか。 

方針２‐３ ゾーン３０⇒ 速度を守ってもらえない。走りにくい道路づくりを進める。 

    

２班 

方針１‐４ まちの魅力向上⇒ 自治区行事の魅力磨き上げ（これは方針 2‐１、3‐３

にもつながる話だと考えている） 

方針２‐３ 交通安全⇒ 団地開発による人口増による交通安全対策必要 

  

３班 

方針１-１ 世代間交流⇒ 地域の絆を取り戻し、安心・安全な地域づくりが必要 

方針１‐２ 地域の活用⇒ 自治区で整備している箇所を活かしたコースづくり 

方針２‐３ 交通安全⇒ 道路環境の変化による安全対策が急務 

 

５ 事務連絡 

 ・水辺愛護会からの情報提供 ⇒ハンマーナイフの替刃について、わくわく事業での

要望を進めていきたい。 

 

 ・次回の会議 

日 時：令和４年１１月１７日（木）午後７時から 

場 所：猿投台交流館 多目的ホール 

  内 容：新たな提言に向けた取組についての協議 


